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な
お
た
簿

「
琴
堂
文
庫
」
は
、
故
井
伊
直
忠
の
収
書
で
あ
る
。
直
忠
は
旧
彦
根
藩
主
で
あ
る

井
伊
家
の
第
一
五
代
当
主
で
、
か
の
直
弼
の
孫
に
あ
た
る
。
明
治
一
四
年
五
月
に
生

ま
れ
、
昭
和
二
二
年
四
月
没
、
享
年
六
七
で
あ
っ
た
。
野
上
弥
生
子
の
小
説
「
迷
路
」

に
登
場
す
る
〃
染
井
の
御
隠
居
様
な
る
江
島
宗
通
〃
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
そ
の
〃
変

人
″
と
言
わ
れ
た
生
活
ぶ
り
が
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
交
え
つ
つ
活
写
さ
れ
て
い
る
が
、

伯
爵
家
当
主
と
し
て
趣
味
に
生
き
た
人
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
趣
味
に
関
す
る
書
籍
の

収
集
を
も
趣
味
と
し
た
ら
し
い
。
そ
の
収
書
一
九
、
八
二
冊
が
、
没
後
昭
和
二
五

な
打
よ
し

年
に
長
男
直
愛
氏
（
現
彦
根
市
長
）
よ
り
彦
根
市
立
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
、
直
忠
の

号
を
と
っ
て
「
琴
堂
文
庫
」
と
名
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
念
の
た
め
付
け
加
え
れ

ば
、
こ
れ
は
直
忠
一
代
の
収
書
で
あ
っ
て
、
井
伊
家
伝
来
の
書
籍
と
は
別
の
も
の
で

あ
る
。
ま
た
直
忠
は
ほ
と
ん
ど
東
京
で
生
活
し
て
お
り
、
東
京
の
古
書
蝉
よ
り
求
め

た
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
て
同
文
庫
の
う
ち
数
が
多
く
か
つ
貴
重
な
の
は
易
学
・
真
言
密
教
関
係
な
ど
で

あ
る
が
、
能
楽
関
係
の
も
の
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
直
忠
は
〃
名
人
″
と
謡
わ
れ
能

楽
界
で
初
め
て
芸
術
員
会
員
と
な
り
文
化
勲
章
を
受
け
た
初
代
梅
若
万
三
郎
に
師
事

し
て
お
り
、
能
へ
の
傾
倒
ぶ
り
は
「
迷
路
」
に
詳
し
い
が
、
そ
れ
に
伴
っ
て
関
係
す

る
書
籍
を
収
集
し
た
ら
し
く
、
謡
本
・
聡
子
の
手
付
の
類
が
特
に
多
い
。
そ
し
て
恐

彦
根
市
立

図
書
館

琴
堂
文
庫
蔵
狂
言
関
係
書
目
解
題
稿

ら
く
そ
れ
に
伴
っ
て
、
狂
言
関
係
の
書
籍
も
集
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
直
忠
と
し

て
は
つ
い
で
の
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
が
、
数
は
多
く
て
も
珍
し
い
も
の
の
少
な

い
謡
本
な
ど
に
比
べ
、
数
は
少
な
い
が
未
紹
介
の
貴
重
な
台
本
を
含
ん
で
い
る
。
そ

こ
で
こ
こ
で
は
、
間
狂
言
を
含
め
て
狂
言
関
係
の
全
書
目
二
○
点
を
挙
げ
、
解
題
を

加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
の
分
野
の
書
誌
的
研
究
は
戦
前
の
故
笹
野
堅
氏
の
研
究

以
来
あ
ま
り
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
意
味
で
も
少
し
は
意
義
が
あ
ろ
う
か
と
思
う
。

た
だ
し
私
が
あ
ま
り
近
く
に
住
ん
で
お
ら
ず
、
内
容
の
検
討
を
充
分
に
尽
す
時
間

を
持
て
な
か
っ
た
た
め
、
誤
ま
り
も
多
い
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
能
楽
関
係
の
書
籍
の

主
な
も
の
に
つ
い
て
は
国
文
学
研
究
資
料
館
で
来
年
度
に
写
真
撮
影
を
予
定
し
て
お

り
、
そ
れ
が
閲
覧
に
供
さ
れ
て
か
ら
改
め
て
検
討
を
加
え
た
い
と
思
う
。
な
お
資
料

館
で
の
調
査
の
際
に
同
行
さ
れ
た
関
屋
俊
彦
氏
（
関
西
大
学
）
、
小
林
健
二
氏
（
第
二

室
）
に
御
協
力
を
頂
き
、
彦
根
市
立
図
書
館
長
西
村
直
道
氏
を
は
じ
め
職
員
諸
氏
に

種
々
御
配
慮
を
頂
い
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

な
お
同
文
庫
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
は
容
易
で
あ
る
。
目
録
は
、
手

書
き
の
台
帳
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
書
名
は
す
べ
て
仮
に
名
付
け
、
こ
の

目
録
に
記
載
さ
れ
た
書
名
と
整
理
番
号
を
補
記
し
て
お
く
こ
と
と
し
た
。

．
（
第
四
室
橋
本
朝
生
）
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９

写
本
、
一
四
冊
。
一
三
・
○
×
一
九
・
○
．
袋
綴
、
全
九
三
五
丁
。
布
目
地
に
渋
刷

毛
引
の
表
紙
で
、
題
篭
は
な
い
。
第
一
冊
（
六
七
丁
）
・
第
二
冊
（
七
五
丁
）
は
、
「
小

名
狂
言
」
、
第
三
冊
（
六
九
丁
）
・
第
四
冊
（
六
四
丁
）
は
「
大
名
狂
言
」
、
第
五
冊
（
四

五
丁
）
・
第
六
冊
（
五
五
丁
）
は
「
脇
狂
言
之
類
」
、
第
七
冊
（
六
八
丁
）
・
第
八
冊
（
六

四
丁
）
は
「
鬼
山
伏
狂
言
」
、
第
九
冊
（
六
六
丁
）
・
第
一
○
冊
（
八
二
丁
）
は
「
集

狂
言
」
、
第
二
冊
（
七
五
丁
）
・
第
一
二
冊
（
八
○
丁
）
は
「
聟
女
狂
言
」
、
第
一
三

冊
（
六
三
丁
）
・
第
一
四
冊
（
六
二
丁
）
は
「
出
家
座
頭
狂
言
」
を
収
め
、
各
冊
の
扉

の
左
上
に
右
記
の
分
類
名
を
記
し
、
そ
の
下
に
「
壱
」
「
弐
」
と
各
類
で
の
冊
順
を
付

す
。
な
お
冊
順
は
整
理
番
号
に
従
っ
た
が
、
本
来
「
脇
狂
言
之
類
」
「
大
名
狂
言
」
「
小

名
狂
言
」
「
聟
女
狂
言
」
「
鬼
山
伏
狂
言
」
「
出
家
座
頭
狂
言
」
「
集
狂
言
」
の
順
で
あ
っ

た
ろ
う
。
料
紙
は
楮
紙
。
各
分
類
冒
頭
に
目
録
が
あ
る
。
本
文
に
訂
正
や
役
名
を
若

干
だ
が
朱
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
各
曲
に
装
束
付
・
小
道
具
付
が
あ
る
。
曲
ご
と
に

丁
を
改
め
、
一
曲
の
終
り
が
丁
の
裏
に
来
る
時
は
遊
紙
を
一
丁
入
れ
て
い
る
。
全
一

六
五
曲
所
収
。
「
脇
狂
言
之
類
弐
」
の
奥
に
、

六
五
曲
所
収
。
「
脇
狂
言
之
類
弐
」
の

十
九
世
狂
冨
大
夫
大
蔵
弥
右
衛
門
虎
寛

「
集
狂
言
弐
」
（
本
来
の
最
終
冊
）
に
践
文
が
あ
っ
て
、

寛
政
四
の
と
し
神
無
月
末
の
五
日
／
秦
忌
寸
虎
寛

の
署
名
が
あ
る
。
大
蔵
流
一
九
世
宗
家
虎
寛
が
書
き
留
め
大
蔵
流
狂
言
の
定
本
と

な
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
虎
寛
本
の
忠
実
な
転
写
本
と
見
ら
れ
、
必
ず
し
も
珍
し
い
も
の

８

①
大
蔵
虎
寛
狂
言
本
転
写
本
（
６
週
狂
言
）

１
大
蔵
流
台
本

８

②
大
蔵
虎
寛
狂
言
本
転
写
一
番
綴
本
（
６
通
狂
言
集
）

９

写
本
、
一
五
六
冊
。
一
七
・
○
×
一
二
・
四
。
袋
綴
、
各
四
～
三
二
丁
、
全
一
、
九

五
五
丁
。
赤
錆
色
縞
文
様
の
表
紙
の
左
上
に
打
付
書
に
て
、

（
雁
憾
人
渠
一

の
如
く
、
曲
名
・
分
類
名
・
各
分
類
中
の
曲
順
を
記
す
。
料
紙
は
楮
紙
。
分
類
名
は

「
脇
狂
言
」
「
大
名
」
「
小
名
」
「
聟
女
」
「
鬼
山
伏
」
「
出
家
座
頭
」
「
集
」
「
珍
敷
」
の

八
種
で
、
分
類
の
配
当
・
曲
順
な
ら
び
に
本
文
が
①
と
同
様
に
虎
寛
本
と
一
致
し
て

い
る
。
虎
寛
本
を
転
写
し
て
一
番
ご
と
に
綴
じ
、
袖
珍
本
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
装
束
付
・
小
道
具
付
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
後
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
。

全
一
五
六
曲
で
虎
寛
本
よ
り
九
曲
少
な
く
、
曲
順
の
数
字
も
飛
ん
で
い
る
が
、
彦
根

市
立
図
書
館
に
入
っ
た
時
既
に
九
冊
を
欠
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
欠
曲
は
「
連
歌

毘
沙
門
」
「
萩
大
名
」
「
縄
絢
」
「
附
子
」
「
鐘
の
音
」
「
鎌
腹
」
「
伯
養
」
「
花
子
」
「
釣

狐
」
。
た
だ
し
大
曲
で
あ
る
「
花
子
」
「
釣
狐
」
は
当
初
よ
り
欠
け
て
い
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
。

■

で
は
な
い
。
江
戸
後
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
原
本
は
笹
野
堅
氏
校
訂
尿
寛
織
能
狂
言
」

（
岩
波
文
庫
）
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
の
で
、
所
収
曲
等
は
省
略
に
従
う
。

８

③
大
蔵
流
十
番
綴
狂
言
本
（
６
９
狂
言
大
倉
流
）

９

写
本
、
一
四
冊
。
二
三
・
三
×
一
六
・
六
。
袋
綴
、
全
一
、
○
七
七
丁
。
青
色
無
地

の
表
紙
の
左
上
に
題
篭
を
付
し
た
の
が
第
一
・
二
・
四
冊
に
残
っ
て
お
り
、
「
狂
言
大
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倉
流
十
六
冊
之
内
」
と
記
す
。
第
一
・
二
・
三
・
四
・
五
・
七
・
九
・
一
四
冊
に
は
、
中

央
上
に
所
収
曲
の
目
録
を
記
し
た
題
篭
が
残
っ
て
い
る
。
料
紙
は
楮
紙
。
各
冊
巻
頭

に
目
録
が
あ
る
。
本
文
に
役
名
を
若
干
付
し
、
数
曲
に
朱
に
て
本
文
訂
正
や
型
付
を

書
き
入
れ
る
。
各
曲
名
の
下
に
簡
単
な
装
束
付
を
記
す
。
各
冊
一
○
曲
（
第
一
○
冊

の
み
三
曲
）
、
全
一
四
一
曲
を
収
め
、
所
収
曲
は
左
記
の
通
り
（
冊
順
は
整
理
番
号

に
従
う
。
曲
順
は
所
収
の
順
、
曲
名
表
記
は
内
題
に
よ
る
）
。

第
一
冊
（
八
九
丁
）

三
人
夫
昆
布
柿
餅
酒
雁
鴻
つ
く
し
の
お
く

な
べ
八
ば
ち
牛
馬
松
や
に
煎
物
く
ら
ま
参

第
二
冊
（
七
九
丁
）

じ
そ
う
舞
無
布
施
経
呂
蓮
花
折
仏
師
水
汲

惣
八
悪
坊
悪
太
郎
い
ろ
は

第
三
冊
（
七
五
丁
）

・
連
歌
毘
沙
門
大
黒
連
歌
ゑ
ひ
す
大
こ
ぐ
福
神
麻
生

目
近
末
広
三
本
柱
鎧
槌

第
四
冊
（
八
二
丁
）

腹
不
立
飛
越
名
取
川
骨
皮
金
津
薩
庁
守

底
な
わ
な
い
清
水
柑
子

第
五
冊
（
七
五
丁
）

丼
喝
沈
不
聞
座
頭
猿
座
頭
伯
養
腰
祈
蟹
山
伏

桑
犬
山
伏
柿
山
伏
祢
宜
山
伏

第
六
冊
（
八
二
丁
）

竹
生
嶋
宗
論

乳
切
木
抗

第
七
冊
（
九
三
丁
）

狐
塚
口
真
似

伊
文
字
引
括

第
八
冊
（
六
二
丁
）

米
市
居
杭

す
は
し
か
み
し
び
り

第
九
冊
（
五
四
丁
）

枕
物
狂
蛸

ぬ
し
老
武
者

第
一
○
冊
（
七
八
丁
）

隠
笠
二
人
袴

饅
頭
樋
酒

第
一
一
冊
（
八
五
丁
）

連
歌
盗
人
瓜
盗
人

茶
坪
し
ん
は
い

第
一
二
冊
（
八
一
丁
）

人
馬
秀
句
傘

二
千
石
萩
大
名

第
一
三
冊
（
六
八
丁
）

土棒

筆縛

法
師
母

若
市

舎
弟
か
ふ
や
く
ね
り
あ
わ
せ
柿
鎌
腹

横
座
い
な
は
堂

河
原
太
郎
八
句
連
歌
む
ね
つ
き
右
近
左
近

袖
落
鏡
男

子
盗
人

文
山
立

さ
つ
く
わ
た
ち
は
い
な
り
あ
か
り
や
せ
松

花
盗
松
ゆ
つ
り
は
財
宝

鐘墨

音塗

楽
阿
弥
祐
善
通
円

髭
矢
倉

胴
盗
人
鬼
瓦
粟
田
口

毒
盆
山
磁
石
長
光

三
人
片
輪

昆
布
売
武
悪
鰯
庖
丁

鈍
太
郎
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８

側
飯
島
氏
旧
蔵
大
蔵
流
狂
言
本
（
６
ｍ
大
倉
流
狂
言
集
）

９

写
本
、
三
冊
。
第
一
冊
二
三
・
八
×
一
六
・
一
、
第
二
冊
二
四
・
一
×
一
六
・
一
、

第
三
冊
二
四
・
四
×
一
六
・
六
。
袋
綴
、
全
二
七
二
丁
。
ボ
ー
ル
紙
の
後
補
表
紙
の

左
上
に
打
付
書
に
て
「
狂
言
集
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
巻
こ
「
巻
二
」
と
巻
数
を

付
す
。
巻
一
の
み
扉
が
あ
り
、
「
大
倉
流
／
狂
言
集
巻
ノ
ー
」
と
記
す
。
料
紙
は
楮

紙
。
各
巻
頭
に
目
録
が
あ
る
。
各
曲
に
装
束
付
・
小
道
具
付
が
あ
る
。
全
二
二
曲
を

収
め
、
所
収
曲
は
左
記
の
通
り
。

巻
一
・
（
七
六
丁
）

蚊
相
撲
鏡
男
瓜
盗
人
棒
縛
膏
薬
煉
太
刀
奪

巻
二
（
一
○
三
丁
）

栗
焼
舟
船
花
論
鶏
流
し
と
う
方
角
空
腕

千
鳥
荘
々
頭
豊
三
富
士
松

第
一
四
冊
（
七
四
丁
）

恵
美
須
毘
沙
門
包
丁
聟
音
曲
聟
岡
太
夫
ひ
つ
し
き
鐸
鶏
聾

舟
渡
聟
さ
い
の
目
八
幡
前
水
掛
聟

第
一
○
冊
の
「
花
盗
」
は
目
録
に
は
「
花
盗
人
」
と
あ
り
、
「
松
ゆ
つ
り
は
」
は
目
録

に
は
な
い
。
外
題
に
「
大
倉
流
」
と
あ
る
が
、
詞
章
か
ら
見
て
宗
家
系
の
台
本
で
あ

り
、
そ
の
弟
子
家
の
も
の
で
、
江
戸
後
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
第
二
冊
の
「
水
汲
」

は
宗
家
系
と
し
て
は
珍
し
い
曲
名
だ
が
、
内
容
は
虎
寛
本
の
「
御
茶
の
水
」
に
近
い
。

外
題
に
「
十
六
冊
之
内
」
と
あ
っ
て
二
冊
を
欠
く
こ
と
が
わ
か
る
が
、
大
名
狂
言
を

主
と
し
た
一
冊
と
鬼
狂
言
を
主
と
し
た
一
冊
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

８

⑤
大
蔵
流
一
番
綴
狂
言
本
各
種
（
６
躯
秀
句
傘
・
蝿
詔
磁
唖
認
狸
腹
鼓
・
６
あ
８

９

９

和
泉
流
狂
言
本
）

性
格
を
異
に
す
る
も
の
を
含
む
が
、
し
ば
ら
く
一
括
し
て
お
く
。
写
本
、
九
八
冊
（
目

録
で
「
和
泉
流
狂
言
本
」
と
す
る
も
の
が
九
六
冊
）
。
大
部
分
が
二
四
・
五
×
一
六
・

三
、
左
表
の
「
伊
呂
波
」
か
ら
「
居
杭
」
ま
で
は
二
八
・
三
×
一
九
・
四
、
「
秀
句
傘
」

の
み
二
四
・
三
×
一
七
・
八
。
袋
綴
、
「
秀
句
傘
」
を
除
い
て
仮
綴
、
各
三
～
一
八

丁
、
全
八
一
九
丁
。
本
文
共
紙
の
表
紙
の
左
上
に
打
付
書
に
て
各
曲
名
を
記
す
。
た

だ
し
外
題
を
記
さ
な
い
冊
も
あ
り
、
原
表
紙
の
上
に
新
し
い
表
紙
を
後
補
し
た
冊
も

あ
る
。
「
秀
句
傘
」
は
薄
茶
色
無
地
の
表
紙
の
左
上
に
題
篭
を
付
し
、
「
秀
句
傘
完
」

と
記
す
。
料
紙
は
楮
紙
。
全
九
九
曲
で
、
目
録
で
「
和
泉
流
狂
言
本
」
と
す
る
も
の

附
子
千
鳥
素
抱
落
末
広
が
り
三
本
の
柱
縄
絢

昆
布
売
伯
母
ヶ
酒

巻
三
（
九
三
丁
）

鍋
八
嬢
文
山
立
宗
論
悪
太
郎
仏
師
飛
越

腹
不
立
粟
田
口

各
曲
ご
と
に
扉
が
あ
っ
て
曲
名
を
記
す
が
、
「
伯
母
ヶ
酒
」
の
扉
の
左
下
に
「
伊
蚤
じ

ま
直
二
／
九
こ
、
そ
の
他
数
曲
に
も
「
伊
易
じ
ま
」
と
記
す
。
本
来
は
一
番
綴
本
で

あ
っ
た
も
の
か
。
た
だ
し
巻
一
・
巻
二
の
目
録
の
丁
に
「
飯
島
／
蔵
書
」
の
印
が
あ

る
の
で
、
原
蔵
者
が
合
綴
し
、
目
録
を
付
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
飯
島
直
二
・
九
一

に
つ
い
て
は
未
考
だ
が
、
詞
章
か
ら
見
て
、
大
蔵
流
宗
家
系
の
弟
子
の
稽
古
用
の
台

本
で
、
江
戸
後
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
。
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の
曲
名
は
左
記
の
通
り
（
曲
順
は
整
理
番
号
に
従
う
）
。

蚊
相
撲
因
幡
堂
石
神
魚
説
経
祐
善
／
蛸
八
幡
の
前

花
折
腹
不
立
靭
猿
鞍
馬
参
り
吃
り
右
近
左
近

樋
之
酒
悪
坊
胸
突
寝
音
曲
鬼
瓦
饗
の
目

左
近
三
郎
骨
皮
し
び
り
瓜
盗
人
鞍
菌

柑
子
首
引
土
筆
鎧
栗
焼
横
座

柿
山
伏
合
柿
御
茶
の
水
鐘
の
音
二
千
石
呂
蓮

神
鳴
入
間
川
竹
生
島
参
松
脂
八
尾
名
取
川

竹
の
子
饅
頭
臆
礫
腰
祈
犬
山
伏
止
動
方
角

蝸
牛
箕
被
木
六
駄
惣
八
目
近
真
奪

狐
塚
金
藤
左
衛
門
鍋
八
溌
悪
太
郎
文
蔵
泣
尼

節
分
末
広
り
胴
ｒ
金
芥
川
禁
野
千
切
木

月
見
座
頭
月
見
座
頭
饗
の
目
魚
説
経
左
近
三
郎
花
盗
人

伯
母
ヶ
酒
子
盗
人
庖
丁
聾
大
黒
連
歌
重
喜
毘
沙
門

神
鳴
鶏
聾
縄
絢
人
馬
河
原
太
郎
枕
物
狂

六
地
蔵
察
化
仏
師
伊
呂
波
抜
売
業
平
餅

蛸
二
人
大
名
佐
渡
狐
鬼
ヶ
宿
居
杭
宗
論

「
祐
善
」
と
「
蛸
」
の
み
合
わ
せ
て
一
冊
と
す
る
が
、
「
蛸
」
は
別
に
あ
り
、
本
文
も

同
じ
で
あ
る
。
外
題
の
右
肩
に
注
記
を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
「
狐
塚
」
に
「
小
名
ノ

十
」
、
「
胴
ｒ
金
」
に
「
脇
ノ
十
九
」
、
「
月
見
座
頭
」
の
一
曲
目
の
方
に
「
七
番
習
之

内
」
、
「
鬼
ケ
宿
」
に
「
井
伊
家
狂
言
」
、
「
宗
論
」
に
「
大
蔵
流
」
、
「
禁
野
」
（
内
題
）

と
「
庖
丁
聾
」
に
「
廃
曲
」
と
あ
る
。
「
狸
腹
鼓
」
に
は
厭
唖
轡
と
あ
る
。
ま
た
「
庖

丁
聾
」
の
外
題
下
に
「
抜
書
」
、
「
人
馬
」
の
外
題
下
に
「
略
」
と
あ
り
、
「
人
馬
」
は

冒
頭
部
を
省
略
し
て
い
る
。
「
月
見
座
頭
」
の
一
曲
目
の
方
は
大
蔵
流
台
本
だ
が
、
小

謡
・
小
舞
の
詞
章
な
ど
を
鉛
筆
で
書
き
入
れ
て
い
る
。
恐
ら
く
旧
蔵
者
が
実
際
の

Ｉ
恐
ら
く
山
本
東
次
郎
家
の
ｌ
舞
台
を
見
て
書
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
二
曲
目

の
方
は
鷺
流
台
本
で
、
興
味
を
持
っ
た
旧
蔵
者
が
別
に
求
め
た
も
の
で
も
あ
ろ
う
か
。

目
録
は
本
書
を
三
点
に
分
け
て
い
る
が
、
「
秀
句
傘
」
は
別
体
裁
で
あ
る
た
め
、
「
狸

腹
鼓
」
は
注
記
が
あ
る
た
め
に
別
に
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
残
る
九
六
冊
を
「
和

泉
流
狂
言
」
と
す
る
の
は
、
「
宗
論
」
に
特
に
「
大
蔵
流
」
の
注
記
が
あ
る
た
め
に
他

は
和
泉
流
か
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
詞
章
か
ら
見
て
、
鷺
流
「
月
見
座
頭
」

を
除
い
て
す
べ
て
大
蔵
流
台
本
で
あ
る
。
ま
た
鷺
流
「
月
見
座
頭
」
、
「
宗
論
」
は
そ

れ
ぞ
れ
別
筆
だ
が
、
他
は
「
秀
句
傘
」
「
狸
腹
鼓
」
を
含
め
て
一
筆
と
認
め
ら
れ
る
。

「
狸
腹
鼓
」
の
奥
に
、

昭
和
五
年
九
月
十
五
日
写

ま
た
「
花
盗
人
」
の
奥
に
、

昭
和
十
年
二
月
吉
辰

と
あ
る
以
外
に
年
記
は
な
い
が
、
そ
の
他
も
お
お
よ
そ
そ
の
頃
の
書
写
ら
し
く
、
現

行
台
本
に
近
い
。
「
木
六
駄
」
は
大
蔵
流
現
行
で
も
家
に
よ
っ
て
相
違
す
る
が
、
山
本

東
次
郎
家
の
台
本
と
同
じ
で
あ
る
。
な
お
「
狸
腹
鼓
」
の
後
記
に
、

右
は
永
年
中
絶
致
居
候
虚
天
保
七
年
再
興
同
年
四
月
二
日
相
勤

井
伊
家
御
役
者

腹
鼓
小
川
吉
五
郎

吉
五
郎
忰

小
川
徳
之
助
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８

⑥
大
蔵
八
右
衛
門
派
十
番
綴
狂
言
本
（
６
４
大
蔵
流
狂
言
）

９

写
本
、
一
五
冊
。
一
二
・
八
×
一
六
・
七
。
袋
綴
、
全
七
九
六
丁
、
各
冊
前
に
遊
紙

一
丁
。
茶
色
斜
刷
毛
引
の
表
紙
の
左
上
に
題
策
を
付
し
た
の
が
第
五
・
一
○
冊
に
残
っ

て
お
り
、
「
大
蔵
流
狂
言
」
と
記
す
。
下
小
口
に
「
イ
」
「
ロ
」
「
ハ
」
と
記
し
、
「
夕
」

ま
で
あ
っ
て
「
ョ
」
を
欠
く
の
で
、
一
冊
以
上
欠
け
て
い
る
か
と
考
え
ら
れ
る
。
料

紙
は
楮
紙
。
各
冊
巻
頭
に
目
録
が
あ
る
。
各
冊
一
○
曲
、
全
一
五
○
曲
を
収
め
、
所

収
曲
は
左
記
の
通
り
（
曲
名
表
記
は
内
題
に
よ
る
）
。

第
一
冊
（
イ
、
四
二
丁
）

蛭
子
毘
沙
門
隠
笠
牛
馬
連
歌
毘
沙
門
夷
大
黒
唐
相
撲

朝
比
奈
八
尾
政
頼
雷

第
二
冊
（
ロ
、
五
七
丁
）

若
市
老
武
者
花
盗
人
土
筆
粟
田
口
入
間
川

と
あ
る
。
先
代
茂
山
千
作
の
「
狂
言
八
十
年
」
の
弓
狸
腹
鼓
」
再
興
の
経
緯
」
の
項

に
、
千
五
郎
正
虎
の
手
記
に
、

天
徳
院
様
御
所
望
二
而
小
川
吉
五
郎
相
勤
候
処
亦
候
師
家
ヨ
リ
差
支
申
被
出

と
あ
る
と
言
う
が
、
そ
の
最
初
の
復
曲
の
際
の
記
録
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
詞
章
は
、

そ
の
後
嘉
永
五
年
に
正
虎
が
復
曲
し
た
（
井
伊
直
弼
作
と
言
わ
れ
る
）
、
い
わ
ゆ
る
「
彦

根
狸
」
で
あ
る
。
「
井
伊
家
狂
言
」
の
肩
書
の
あ
る
「
鬼
ケ
宿
」
も
直
弼
作
と
言
わ
れ

る
も
の
で
あ
る
。

後
見

阿
州
家
御
役
者

脇
本
京
四
郎
／
宮
野
孫
左
衛
門

後
二
幕
府
二
被
召
出

蚊
相
撲
靭
猿
人
馬
大
黒
連
歌

第
三
冊
（
ハ
、
五
八
丁
）

八
幡
前
骨
皮
庖
丁
聾
三
人
片
輪
禁
野
膓
礫

餅
酒
柿
山
伏
萩
大
名
棒
縛

第
四
冊
（
二
、
五
二
丁
）

音
曲
鐸
二
人
袴
笈
口
真
似
膏
薬
煉
鴫
か
り
金

舎
弟
惣
八
痒
茸
山
伏

第
五
冊
（
ホ
、
五
六
丁
）

長
光
竹
生
嶋
参
芥
川
蟹
山
伏
柑
子
花
争

伯
養
縄
絢
引
括
水
掛
聟

第
六
冊
（
へ
、
六
五
丁
）

鍋
八
樋
墨
塗
文
相
撲
鞍
馬
参
鼻
取
相
撲
止
動
方
角

鋪
庖
丁
岡
太
夫
芸
喝
沈
狐
塚

第
七
冊
（
ト
、
五
五
丁
）

松
脂
鼻
取
相
撲
丼
蟷
間
罪
人
水
掛
聟
文
相
撲

蝉
宗
論
竹
の
子
川
原
太
郎

第
八
冊
（
チ
、
五
六
丁
）

悪
太
郎
地
蔵
舞
花
折
呂
連
薩
摩
守
布
施
無
経

金
津
腹
不
立
宝
の
槌
煎
物

第
九
冊
（
リ
、
四
七
丁
）

福
ノ
神
目
近
通
円
楽
阿
弥
祢
宜
山
伏
犬
山
伏

枕
物
狂
腰
祈
祐
善
若
市
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第
一
○
冊
（
ヌ
、
五
七
丁
）

察
化
磁
石
船
ふ
な
昆
布
売
不
悪
以
呂
波

千
鳥
居
杭
栗
焼
素
抱
落

第
二
冊
（
ル
、
四
九
丁
）

章
魚
果
山
臥
法
師
母
塗
師
二
千
石
鶏
泣

荘
々
頭
文
蔵
冨
士
松
成
上

第
一
二
冊
（
ヲ
、
五
六
丁
）

名
取
川
昆
布
柿
清
水
脱
首
引
猿
座
頭

鬼
継
子
節
分
宗
論
千
切
木

第
一
三
冊
（
ワ
、
四
六
丁
）

鎧
福
ノ
神
三
本
柱
末
広
文
山
賊
茶
壷

横
座
厩
盗
人
二
人
大
名
鬼
瓦

第
一
四
冊
（
力
、
五
三
丁
）

八
句
連
歌
財
宝
子
盗
人
三
人
夫
鶏
鐸
瓜
盗
人

太
刀
奪
連
歌
盗
人
伊
文
字
合
柿

第
一
五
冊
（
タ
、
四
七
丁
）

御
茶
水
吃
鎌
腹
右
近
左
近
麻
生
松
脂

秀
句
傘
仏
師
悪
坊
飛
越

重
出
す
る
も
の
も
あ
っ
て
、
実
数
は
一
四
二
曲
。
た
だ
し
重
出
す
る
も
の
も
同
一
と

は
限
ら
ず
、
「
若
市
」
は
第
二
冊
の
内
題
下
に
「
節
付
」
、
第
九
冊
の
内
題
下
に
「
型

付
」
と
記
し
、
内
容
も
そ
の
通
り
で
あ
る
。
第
二
冊
「
莊
々
頭
」
に
「
北
野
参
と

も
」
、
第
一
五
冊
「
御
茶
水
」
に
「
水
汲
陸
」
の
注
記
が
あ
る
。
第
一
○
冊
「
武
悪
」

の
奥
に
、

文
政
五
年
午
ノ
四
月
写
之
／
山
本
柳
寿
所
持

同
「
素
抱
落
」
の
奥
に
、

文
政
六
年
／
未
正
月
下
旬
写
之
／
山
本
氏

と
あ
り
、
ま
た
第
一
二
冊
「
鬼
継
子
」
の
奥
に
、

文
政
七
甲
申
歳
五
月
廿
三
日
／
写
之
原
本
横
山
氏
蔵
庫

第
六
冊
「
止
動
方
角
」
の
奥
に
「
当
師
直
伝
」
と
し
て
、
そ
の
裏
に
、

表
二
書
当
師
直
伝
と
ハ
横
山
勝
助
本
二
有
り
当
師
と
ハ
大
蔵
八
右
衛
門
か
事
な
る

べ
し

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
台
本
を
横
山
勝
助
が
書
き
留
め
た
も
の
を
、

文
政
五
～
七
年
頃
、
山
本
柳
寿
が
書
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三

冊
「
雁
礫
」
の
奥
に
は
、

本
文
そ
ら
書
ゆ
へ
遼
等
も
有
る
へ
し
考
え
見
る
へ
し

と
あ
り
、
他
に
も
「
空
書
」
な
ど
と
す
る
も
の
が
あ
っ
て
、
す
べ
て
が
横
山
本
を
書

写
し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
ら
し
い
。
ま
た
第
一
○
冊
「
察
化
」
の
奥
に
、

右
す
つ
ば
文
政
六
年
未
ノ
ー
月
十
五
日
舩
西
座
敷
勤
之
／
山
本
氏

と
あ
る
な
ど
、
山
本
柳
寿
の
出
勤
の
記
録
を
記
す
も
の
も
あ
る
。
第
三
・
四
・
五
・

六
・
一
○
・
一
二
・
一
三
・
一
四
・
一
五
冊
は
曲
ご
と
に
丁
を
改
め
て
お
り
、
ま
た

右
の
よ
う
に
原
後
表
紙
と
考
え
ら
れ
る
丁
に
注
記
が
あ
る
の
で
、
一
番
綴
本
を
合
綴

し
た
も
の
な
の
か
も
知
れ
な
い
。
横
山
勝
助
・
山
本
柳
寿
に
つ
い
て
は
未
考
で
あ
る

が
、
詞
章
か
ら
見
て
確
か
に
八
右
衛
門
派
の
台
本
で
あ
る
。
「
花
盗
人
」
「
茸
山
伏
」

「
芥
川
」
「
財
宝
」
は
番
外
曲
。
「
狐
塚
」
は
小
書
は
な
い
が
小
歌
が
入
っ
て
い
る
（
次
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８

例
大
蔵
八
右
衛
門
派
狂
言
本
（
６
８
大
蔵
流
狂
言
）

９

写
本
、
六
冊
。
一
三
・
四
×
二
○
・
二
。
袋
綴
、
全
五
二
五
丁
。
藍
色
地
菊
花
牡
丹

唐
草
押
文
様
の
表
紙
の
左
上
に
題
篭
を
付
し
、
「
大
蔵
流
狂
言
」
と
記
し
、
そ
の
下
に

「
こ
「
二
」
と
冊
順
を
付
す
。
料
紙
は
楮
紙
。
各
冊
巻
頭
に
上
演
順
に
よ
る
分
類
を

し
た
所
収
曲
の
目
録
が
あ
る
。
本
文
に
役
名
を
付
し
、
朱
に
て
型
付
を
書
き
入
れ
て

い
る
。
各
曲
に
装
束
付
・
小
道
具
付
が
あ
る
。
本
狂
言
一
六
九
曲
と
小
謡
な
ど
を
収

め
、
所
収
曲
は
左
記
の
通
り
（
曲
名
表
記
は
内
題
に
よ
る
）
。

巻
之
一
（
九
四
丁
）
脇
狂
言

末
広
麻
生
目
近
三
本
柱
大
黒
連
歌
夷
子
毘
沙
門

夷
子
大
黒
連
歌
昆
沙
門
松
脂
福
廼
神
煎
物
牛
馬

鍋
八
ッ
嬢
宝
乃
槌
隠
笠
よ
る
ひ
餅
酒
筑
紫
奥

昆
布
柿
鴫
ｒ
金
三
人
夫
庖
丁
聟
水
懸
聟
船
渡
聟

八
幡
前
鶏
鐸
音
曲
鐸
引
敷
聟
岡
太
夫
二
人
袴

饗
の
目
唐
相
撲

巻
之
二
（
九
四
丁
）

二
番
目文
相
撲
鼻
取
相
撲
蚊
角
力
人
馬
今
参
り
秀
句
傘

粟
田
口
入
間
川
萩
大
名
禁
野
靭
猿
墨
塗

礪
盗
人
鬼
瓦
胴
礫
二
人
大
名

項
参
照
）
。
な
お
、
第
二
・
一
五
冊
に
焼
け
焦
げ
が
あ
る
が
本
文
に
は
か
か
ら
な

い
。

三
番
目腹
不
立
薩
摩
守
布
施
無
経
宗
論
悪
坊
連
歌
盗
人

法
師
ヶ
母
楽
阿
弥
通
円
鋪
庖
丁
子
盗
人
素
抱
落

巻
之
三
（
八
七
丁
）
雑
狂
言
上

二
千
石
文
蔵
北
野
参
り
竹
生
嶋
参
り
富
士
松
昆
布
売

武
悪
止
働
方
角
居
杭
栗
や
き
舟
船
鶏
立

花
争
揮
郷
柑
子
鞍
馬
参
り
成
上

空
腕
鐘
の
音
口
真
似
察
化
太
刀
奪
芯
奪

い
ろ
は
縄
絢
千
鳥
附
子
棒
縛
り
狐
っ
か

巻
之
四
（
八
六
丁
）
雑
狂
言
中

酢
は
し
か
み
脅
薬
煉
舎
弟
竹
の
子
八
句
連
歌
む
ね
突

文
山
立
合
せ
か
き
土
筆
横
ざ
ろ
れ
ん
鈍
太
郎

吃
伊
文
字
因
幡
堂
鎌
腹
右
近
左
近
伯
母
ヶ
酒

河
原
太
郎
か
易
み
男
ち
き
り
木
磁
石
瓜
い
す
ひ
と
盆
さ
む

三
人
片
輪
茶
つ
ほ
な
が
み
っ
米
い
ち

巻
之
五
（
九
八
丁
）
雑
狂
言
下

飛
越
地
蔵
舞
名
取
川
悪
太
郎
仏
師
惣
八

花
折
御
茶
水
か
な
津
骨
皮
伯
養
丼
礪

猿
座
頭
不
聞
座
頭
八
尾
朝
比
奈
政
頼
節
分

雷
鬼
の
継
子
首
曳
ぬ
け
か
ら
し
み
つ
圃
罪
人

祢
宜
山
伏
犬
山
ふ
し
こ
し
繭
か
に
山
ふ
し
柿
山
ふ
し
服
ろ
や
ま
ふ
し

ら
う
む
し
や
に
や
く
一
髭
矢
倉
章
魚
祐
善
ぬ
し
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巻
之
六
（
六
六
丁
）

外
狂
言
清
水
毘
沙
門
れ
ん
尺
角
水

う
ら
し
ま
鈍
根
草
替
女
座
頭

二
人
座
頭
鵬
鳥
木
六
駄

替
狂
言
狐
塚
小
唄
猿
座
頭
舞
入
鐘
の
音
済
人
出

小
謡
二
○
番
浜
松
他

小
舞
一
六
番
雪
山
他

仕
舞
六
番
鵜
の
段
他

独
吟
四
番
海
道
下
り
他

語
九
番
那
須
他

笛
大
小
太
鼓
之
部
三
段
之
舞
他

「
外
狂
言
」
ま
で
の
分
類
の
配
当
が
大
蔵
八
右
衛
門
派
の
江
戸
後
期
の
書
上
に
ほ
ぼ

一
致
す
る
。
そ
し
て
「
嘉
永
二
年
名
寄
」
（
国
会
図
書
館
蔵
山
田
弥
兵
衛
本
所
収
）
は

稽
古
順
に
よ
る
分
類
だ
が
、
所
収
曲
が
特
に
本
書
と
近
い
。
従
っ
て
、
同
派
の
江
戸

末
期
の
台
本
で
あ
ろ
う
。
奥
書
が
な
く
て
成
立
事
情
が
不
明
で
あ
り
、
「
比
丘
貞
」
「
枕

物
狂
」
「
花
子
」
「
釣
狐
」
の
大
曲
を
欠
く
が
、
八
右
衛
門
派
の
台
本
で
こ
の
よ
う
に

ま
と
ま
っ
た
も
の
は
他
に
な
く
、
貴
重
で
あ
る
。
特
に
「
外
狂
言
」
が
珍
し
い
が
、

「
角
水
」
は
百
姓
狂
言
で
、
大
蔵
虎
明
本
・
虎
光
本
に
も
あ
る
。
「
木
六
駄
」
は
山
本

東
次
郎
家
の
台
本
に
近
い
。
私
は
先
に
三
木
六
駄
』
の
形
成
と
展
開
」
（
『
能
研
究
と

か
し
ま
も
ふ
て
泣
尼
小
原
梅

あ
く
た
川
岩
太
ら
う
茸
山
ふ
し

群
瞳
」
三
、
昭
和
四
九
・
一
）
で
、
現
在
山
本
家
に
固
有
の
演
出
を
宗
家
系
の
も
の
か

と
し
た
の
だ
が
、
或
い
は
八
右
衛
門
派
に
学
ん
だ
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
「
替
狂
言
」

は
別
演
出
の
も
の
を
集
め
て
お
り
、
「
狐
塚
小
唄
」
は
小
歌
が
入
る
も
の
だ
が
、
明
治

以
降
「
狐
塚
小
唄
入
」
と
し
て
現
行
曲
と
な
っ
て
い
る
。
「
猿
座
頭
舞
入
」
は
座
頭
の
舞

が
入
る
も
の
で
、
虎
明
本
と
同
じ
で
あ
る
。
「
鐘
の
音
済
人
出
」
は
仲
裁
人
が
出
る
も

の
だ
が
、
宗
家
系
で
は
そ
れ
が
通
常
の
演
出
で
あ
る
。

Ⅱ
和
泉
流
台
本

８

⑧
和
泉
流
十
五
番
狂
言
本
（
６
幻
狂
言
本
井
杭
外
十
四
網
）

９

写
本
、
一
冊
。
二
三
・
二
×
一
六
・
六
。
袋
綴
、
六
四
丁
。
茶
色
無
地
の
表
紙
の
全

面
に
上
下
二
行
に
所
収
曲
の
目
録
を
打
付
書
に
て
記
す
。
本
文
に
役
名
を
付
し
、
朱

に
て
型
付
を
書
き
入
れ
る
。
各
曲
に
装
束
付
・
小
道
具
付
が
あ
る
。
一
五
曲
を
収
め
、

所
収
曲
は
左
記
の
通
り
（
曲
名
表
記
は
内
題
に
よ
る
）
。

井
杭
ふ
好
花
盗
人
鞠
座
頭
磁
石
唐
舟

茶
子
塩
梅
弓
矢
太
郎
武
悪
狐
塚
福
神
佐
渡
狐

名
取
川
う
し
盗
人
昆
布
売

稽
古
用
の
台
本
で
あ
ろ
う
が
、
詞
章
か
ら
見
て
江
戸
後
期
書
写
の
和
泉
流
宗
家
系
の

台
本
と
考
え
ら
れ
る
。
「
茶
子
塩
梅
」
「
牛
盗
人
」
と
い
っ
た
比
較
的
遠
い
も
の
を
収

め
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
「
唐
舟
」
は
間
狂
言
。
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８

⑨
和
泉
流
三
宅
派
狂
言
本
（
６
略
狂
言
集
和
服
流
）

９

写
本
、
六
冊
。
一
二
・
八
×
一
八
・
二
。
袋
綴
、
全
一
、
○
七
二
丁
。
黄
色
無
地
の

表
紙
の
中
央
上
に
、
内
霞
、
朱
・
青
・
緑
色
横
線
引
、
金
切
箔
散
ら
し
文
様
の
題
篭

を
付
し
、
「
狂
言
集
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
こ
「
二
」
と
冊
順
を
付
す
。
料
紙
は

薄
様
。
各
冊
巻
頭
に
目
録
が
あ
る
。
各
曲
に
装
束
付
・
小
道
具
付
が
あ
る
。
全
二
四

二
曲
を
収
め
、
所
収
曲
は
左
記
の
通
り
（
曲
名
表
記
は
内
題
に
よ
る
）
。

第
一
冊
（
一
七
八
丁
）

大
黒
連
歌
夷
大
黒
夷
毘
沙
門
毘
沙
門
連
歌
福
之
神
筒
竹
筒

三
人
長
者
松
聡
子
松
脂
塗
付
餅
酒
筑
紫
奥

松
楪
昆
布
柿
鴫
ｒ
金
勝
栗
三
人
夫
鍋
八
接

牛
馬
連
雀
唐
相
撲
麻
生
末
広
張
蛸

目
近
三
本
之
柱
粟
田
口
雁
盗
人
雁
礫
靭
猿

今
参
文
相
撲
鼻
取
相
撲
人
馬
蚊
相
撲
秀
句
傘

入
間
川
墨
塗
二
人
大
名
禁
野

第
二
冊
（
一
九
二
丁
）

萩
大
名
八
幡
前
角
水
饗
之
目
岡
太
夫
折
紙
聟

船
渡
聾
水
掛
聟
孫
鐸
二
人
袴
猿
聟
鶏
聟

音
曲
聟
懐
中
聟
口
真
似
聟
庖
丁
聟
引
敷
聟
樽
聟

貰
聟
法
師
母
布
施
無
経
地
蔵
舞
宗
論
名
取
川

登
知
波
久
礼
酒
講
之
式
骨
皮
宗
八
柱
杖
呂
連

泣
尼
魚
説
法
小
傘
腹
不
立
仏
師
金
津
地
蔵

六
地
蔵
若
和
布
忠
喜
筑

第
三
冊
（
二
○
六
丁
）

柑
子
口
真
似

文
荷
狐
塚

木
六
駄
長
刀
応
答

八
句
連
歌
胸
突

芥
川
鴬

木
実
争
佐
渡
狐

業
平
餅
庵
の
梅

第
四
冊
（
一
六
○
丁
）

薩
摩
守
悪
坊

若
市
水
汲

楽
阿
弥
祐
善

蝉
塗
師
平
六

枕
物
狂
才
宝

歌
仙
太
鼓
負

鏡
男
箕
被

第
五
冊
（
一
六
八
丁
）

長
光
磁
石

丼
礪
鞠
座
頭

蝸
牛
腰
祈

柿
山
伏
合
柿

富
士
松
太
子
手
鉾

三
人
片
輪

伯
養

蟹
山
伏

文
蔵

鞍
馬
参

悪
太
郎

大
般
若

蛸若
菜

老
武
者

児
流
鏑
馬

内
沙
汰

寝
音
曲

鬼
瓦
米
市

比
丘
貞

鳴
子
遣
子

隠
狸

六
人
僧

不
聞
座
頭

川
上

祢
宜
山
伏

二
千
石

鈍
根
草

花
折
石
神
通
円
喪
物
髭
櫓

千
切
木

子
盗
人

樋
の
酒

武
悪
仁
王

昆
布
売

鋪
庖
丁

い
ろ
は

鞍
馬
聟

清
水
座
頭

く
さ
ひ
ら

犬
山
伏

菊
の
花

鐘
の
音

雪
打
寄
争
野
老
田
植

今
神
明

川
原
太
郎

鳴牛北酢瓢止棒
盗条の動
子人種姜神方縛

角

猿
座
頭

桑
山
伏

苞
山
伏

竹
生
嶋
詣

縄
な
い

鈍
太
郎

飛
越
双
六
金
岡

茶
子
塩
梅

引
惣

附
子

素
抱
落

井
杭

膏
薬
煉

舎
弟
弓
矢

蜘
盗
人
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第
六
冊
（
一
六
八
丁
）

伊
文
字
釣
針
岩
橋
二
九
十
八
吹
取
因
幡
堂

鎌
腹
と
も
り
連
寄
十
徳
痩
松
柑
子
俵
岡
罪
人

清
水
ぬ
け
か
ら
簸
屑
瓜
盗
人
さ
つ
く
わ
鎧
腹
巻

宝
之
槌
宝
之
笠
伯
母
ヶ
酒
首
引
鬼
継
子
節
分

朝
比
奈
馬
口
労
政
頼
博
突
十
王
八
尾
雷

連
歌
盗
人
花
盗
人
文
山
賊
盆
山
横
座
茶
壷

太
刀
奪
真
奪
脛
物
成
上
り

こ
の
所
収
曲
な
ら
び
に
曲
順
が
、
笹
野
堅
氏
が
「
古
本
能
狂
言
・
間
に
つ
き
て
の
研

究
ｌ
ｌ
和
泉
流
本
１
１
」
（
『
日
本
演
劇
史
論
叢
』
昭
和
一
二
）
で
紹
介
さ
れ
た
三
宅

正
信
本
と
一
致
す
る
。
三
宅
正
信
本
は
見
て
い
な
い
が
、
本
書
の
本
文
は
『
和
泉
流

狂
言
大
成
』
（
大
正
六
、
七
）
と
同
じ
で
あ
る
。
同
書
は
山
脇
和
泉
元
照
編
と
あ
る
も

の
の
、
笹
野
堅
氏
「
活
版
能
狂
言
・
間
の
本
解
説
」
（
『
演
劇
学
』
昭
和
二
・
五
）

に
よ
れ
ば
、
実
は
三
宅
藤
九
郎
正
之
・
乙
九
郎
の
書
き
留
め
た
台
本
を
底
本
と
す
る

も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
書
も
三
宅
派
の
台
本
、
恐
ら
く
は
三
宅
正
信

本
を
江
戸
末
期
に
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
第
一
冊
巻
頭
に
「
北
大
」
の
蔵
書
印

が
あ
る
。 脱

し
ひ
り

鶏
流
花
争

御千

冷鳥

栗空

焼腕

杭
か
人
か
舟
ふ
な

⑩
元
禄
一
二
年
版
狂
言
記
（
郷
皿
繼
狂
言
記
）

刊
本
、
五
冊
。
一
○
・
七
×
一
六
・
二
。
袋
綴
、
全
一
六
○
丁
。
藍
色
無
地
の
表
紙

の
左
上
に
刷
り
題
篭
を
付
し
、
忍
狂
言
記
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
．
」
「
二
」
と
巻

数
を
付
す
が
、
第
一
・
三
・
四
巻
は
原
題
策
を
欠
き
、
後
補
し
て
書
い
て
い
る
。
料

紙
は
楮
紙
。
匡
郭
、
九
・
二
×
一
四
・
八
。
各
巻
頭
に
曲
名
・
役
名
・
装
束
の
目
録

が
あ
る
。
五
巻
、
各
巻
一
○
曲
、
全
五
○
曲
所
収
。
半
分
の
二
五
曲
に
墨
印
に
て
舞

台
図
を
添
え
る
。
第
五
巻
巻
尾
に
左
記
の
通
り
の
奥
付
が
あ
る
。

右
狂
言
記
拙
者
家
之
／
錐
為
秘
密
任
御
所
望
二
／
写
之
板
行
者
也
せ
り
ふ
／
詞

遣
或
ハ
仮
名
遣
悪
キ
事
／
可
有
之
併
狂
言
綺
語
也

元
禄
十
二
巳
卯
霜
月
吉
日

寺
町
通
二
条
下
野
田
弥
兵
衛

堀
河
六
角
下
八
尾
平
兵
衛

江
一
戸
通
石
町
野
田
重
兵
衛

以
下
「
狂
言
記
」
の
類
に
つ
い
て
は
、
笹
野
堅
氏
「
版
本
狂
言
記
・
間
の
本
解
説
」

（
「
演
劇
学
』
昭
和
二
・
九
）
・
池
田
廣
司
氏
「
古
狂
言
暗
諦
唯
鎌
蛎
研
究
」
（
昭
和

四
二
）
な
ど
に
詳
し
い
の
で
、
所
収
曲
等
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

⑪
元
禄
一
三
年
版
続
狂
言
記
姉
皿
碓
続
狂
言
記
）

刊
本
、
五
冊
。
二
・
三
×
一
六
・
○
。
袋
綴
、
全
一
七
八
丁
。
藍
色
無
地
の
表
紙

Ⅲ
狂
言
記
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⑰
享
保
一
五
年
版
狂
言
記
拾
通
（
蝿
過
碓
狂
言
記
拾
遺
）

刊
本
、
五
冊
。
一
○
・
七
×
一
五
・
九
。
袋
綴
、
全
一
八
四
丁
。
藍
色
無
地
の
表
紙

の
左
上
に
刷
り
題
策
を
付
し
、
忍
狂
言
記
拾
遺
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
こ
三
」

と
巻
数
を
付
す
。
料
紙
は
楮
紙
。
匡
郭
、
九
・
○
×
一
三
・
二
。
各
巻
頭
に
曲
名
・

役
名
・
装
束
の
目
録
が
あ
る
。
五
巻
、
各
巻
一
○
曲
、
全
五
○
曲
所
収
。
半
分
の
二

五
曲
に
墨
印
に
て
舞
台
図
を
添
え
る
。
刊
記
は
左
記
の
通
り
。

享
保
十
五
庚
戌
年
極
月
吉
日

京
都
寺
町
二
条
下
ル
丁
野
田
弥
兵
衛
板

江
都
石
町
拾
軒
店
同
太
兵
衛

川
の
『
狂
言
記
」
伽
の
『
続
狂
言
記
』
の
続
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

の
左
上
に
刷
り
題
篭
を
付
し
、
忍
続
狂
言
記
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
こ
三
」
と

巻
数
を
付
す
が
、
第
五
巻
は
原
題
篭
を
欠
き
、
後
補
し
て
書
い
て
い
る
。
料
紙
は
楮

紙
。
匡
郭
、
八
・
七
×
一
四
・
○
。
各
巻
頭
に
曲
名
・
役
名
・
装
束
の
目
録
が
あ
る
。

五
巻
、
各
巻
一
○
曲
、
全
五
○
曲
所
収
。
半
分
の
二
五
曲
に
墨
印
に
て
舞
台
図
が
添

え
ら
れ
て
い
る
。
刊
記
は
左
記
の
通
り
。

元
禄
十
三
年
／
辰
九
月
吉
日

江
戸
通
本
石
町
山
形
屋
吉
兵
衛

・
京
堀
河
八
尾
平
兵
衛

側
の
『
狂
言
記
』
の
続
編
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

側
嘉
永
元
年
版
狂
言
記
蜘
７
準
狂
言
記
狂
言
二
／
続
二
／
拾
週
二
）

刊
本
、
六
冊
。
一
二
・
五
×
一
八
・
四
。
袋
綴
、
全
五
二
二
丁
。
茶
色
地
、
流
水
草

花
散
ら
し
押
文
様
の
表
紙
の
左
上
に
刷
り
題
篭
を
付
し
、
悪
狂
言
記
」
と
記
し
、
下

に
冊
順
を
付
す
が
、
第
一
・
四
・
五
・
六
冊
は
題
篭
を
欠
く
。
料
紙
は
楮
紙
。
匡
郭
、

九
・
一
×
一
五
・
○
．
側
の
『
狂
言
記
」
伽
の
『
続
狂
言
記
』
側
の
「
狂
言
記
拾
遺
」

を
合
わ
せ
て
一
五
冊
一
揃
い
と
し
て
文
化
七
年
に
再
版
さ
れ
、
嘉
永
元
年
に
再
摺
さ

れ
た
も
の
を
六
冊
の
体
裁
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
笹
野
氏
「
版
本
狂
言
記
・
間
の
本

解
説
」
（
前
掲
）
に
よ
れ
ば
六
冊
仕
立
て
の
も
の
は
明
治
以
降
の
再
版
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
い
つ
頃
の
も
の
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
第
一
冊
は
「
狂
言
記
」
巻
一
～
三
、

第
二
冊
は
「
狂
言
記
」
巻
四
・
五
、
第
三
冊
は
「
続
狂
言
記
」
巻
一
～
三
、
第
四
冊

は
「
続
狂
言
記
」
巻
四
・
五
、
第
五
冊
は
「
狂
言
記
拾
遺
」
巻
一
～
三
、
第
六
冊
は

「
狂
言
記
拾
遺
」
巻
四
・
五
を
収
め
、
各
冊
巻
頭
に
所
収
巻
の
目
録
丁
を
集
め
て
い

⑬
享
保
．
一
五
年
版
後
刷
狂
言
記
拾
遺
（
“
６
峰
狂
言
記
拾
遺
）

９

刊
本
、
五
冊
。
側
の
野
田
版
の
後
刷
本
。
白
色
地
、
海
松
布
草
花
散
ら
し
文
様
の
表

紙
で
あ
る
他
は
側
に
同
じ
。
刊
記
は
左
記
の
通
り
。

享
保
十
五
庚
戌
年
極
月
吉
日

京
寺
町
通
松
原
上
ル
町
菱
屋
治
兵
衛
板

野
田
版
の
方
が
原
版
で
あ
る
こ
と
は
、
林
和
利
氏
が
「
狂
言
記
の
出
版
状
況
」
（
『
能

研
究
と
胖
瞳
」
九
、
昭
和
五
五
．
一
三
で
紹
介
さ
れ
た
「
割
印
帳
』
の
記
録
に
よ
っ
て

明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
本
書
の
編
纂
者
が
服
部
勘
介
な
る
者
で
あ
る
こ
と
も
記
さ
れ

て
い
る
。
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る
。
第
六
冊
巻
尾
に
側
の
『
狂
言
記
』
の
「
右
狂
言
記
…
…
」
を
践
文
と
し
て
載
せ

「
元
禄
十
二
歳
／
巳
卯
霜
月
吉
日
」
の
日
付
を
記
し
、
次
に
既
刻
三
点
（
狂
言
記
・
続

狂
言
記
・
同
拾
遺
）
・
近
刻
一
点
（
同
外
編
）
の
広
告
を
載
せ
、
そ
の
次
に
左
記
の
通

り
の
刊
記
が
あ
る
。

嘉
永
元
年
戌
申
七
月

江
一
局
北
二
丁
目
鷲
津
辰
三
郎

心
斎
橋
北
久
太
良
町
柳
原
喜
兵
衛

全
安
土
町
川
口
宗
兵
衛

全
北
久
太
良
町
橋
本
徳
兵
衛

⑬
嘉
永
元
年
版
後
刷
狂
言
記
（
郷
皿
準
狂
言
記
一
，
六
）

刊
本
、
六
冊
。
側
の
『
狂
言
記
」
の
後
刷
本
。
黄
色
地
、
卍
つ
な
ぎ
押
文
様
の
表
紙

で
、
各
巻
の
目
録
丁
が
そ
れ
ぞ
れ
の
巻
頭
に
あ
る
他
は
側
に
同
じ
。
各
冊
巻
頭
に
「
閑

楽
／
亭
記
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
刊
記
は
、
第
六
冊
最
終
丁
裏
に
側
と
同
じ
も
の
が

あ
り
、
さ
ら
に
後
見
返
し
に
、

大
阪
心
斎
櫛
通
北
久
太
良
團
丁
目
柳
原
喜
兵
衛

同

橋
本
徳
兵
衛

製
点
日
本
僑
通
四
丁
目

江
島
伊
兵
衛

と
あ
る
。
鴻
山
文
庫
に
同
じ
も
の
が
あ
り
、
鴻
山
文
庫
主
江
島
伊
兵
衛
氏
の
箱
書
に

よ
れ
ば
、
明
治
二
七
、
八
年
頃
の
求
版
刊
行
か
と
の
こ
と
で
あ
る
。

Ⅳ
間
狂
言

８

⑱
大
蔵
流
間
狂
言
本
（
６
肥
大
蔵
流
狂
言
）

９

写
本
、
一
冊
。
一
九
・
三
×
二
三
・
七
。
袋
綴
、
墨
付
一
二
三
丁
、
前
後
に
遊
紙
各

一
丁
。
刷
毛
目
丁
字
格
子
文
様
の
表
紙
の
左
上
に
題
篭
を
付
し
、
「
大
蔵
流
狂
言
」
と

記
す
が
、
内
容
は
間
狂
言
の
台
本
。
料
紙
は
薄
様
。
巻
頭
に
目
録
が
あ
る
。
曲
順
と

若
干
の
本
文
訂
正
を
朱
に
て
書
き
入
れ
て
い
る
。
八
九
曲
を
収
め
、
所
収
曲
は
左
記

の
通
り
。高
砂
鶴
亀
巻
絹
小
督
盛
久
鵜
飼

橋
弁
慶
海
人
自
然
居
士
羅
生
門
鞍
馬
天
狗
夜
討
曽
我

竹
生
嶋
兼
平
六
浦
船
弁
慶
融
氷
室

八
嶋
女
郎
花
百
万
車
僧
弓
八
幡
箙

井
筒
三
井
寺
巴
鉢
の
木
経
政
仏
乃
原

船
橋
鵺
龍
田
野
守
梅
か
え
阿
漕

鐘
埴
錦
木
冨
士
太
鼓
当
麻
山
姥
藤
戸

熊
坂
求
塚
遊
行
柳
張
良
舎
利
是
界

右
近
和
布
利
葵
上
西
行
桜
か
ん
た
ん
項
羽

三
輪
芭
蕉
東
北
加
茂
田
村
実
盛

紅
葉
狩
善
知
鳥
殺
生
石
葛
城
檀
風
安
宅

国
栖
放
下
僧
吉
野
静
唐
船
龍
太
皷
俊
寛

威
陽
宮
春
栄
藤
永
鉄
輪
蝉
丸
摂
待

斑
女
雲
雀
山
弱
法
師
双
紙
洗
烏
帽
子
折
東
岸
居
士
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３

⑰
間
仕
舞
付
（
”
妬
罐
間
仕
舞
付
）

刊
本
、
五
冊
。
二
・
○
×
一
六
・
一
・
袋
綴
、
全
二
二
二
丁
。
藍
色
無
地
の
表
紙

の
左
上
に
刷
り
題
篭
を
付
し
、
第
一
・
二
冊
は
悪
間
仕
舞
付
」
、
第
五
冊
は
墨
あ

い
し
ま
ひ
付
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
脇
こ
「
修
羅
二
」
「
切
五
」
と
付
す
。
第
三
．

四
冊
は
剥
落
し
て
い
る
。
料
紙
は
楮
紙
。
間
狂
言
の
台
本
で
あ
り
、
五
巻
で
、
各
巻

頭
に
「
脇
問
」
「
修
羅
間
」
「
葛
間
」
「
順
間
」
「
切
間
」
の
「
目
録
昨
衣
裳
付
」
と
あ
っ

て
、
曲
名
・
装
束
の
目
録
が
あ
る
。
第
五
冊
は
「
切
間
」
の
次
に
、
「
能
礼
式
作
法
記
」
・

狂
言
小
道
具
図
・
「
京
都
能
役
者
居
宅
昨
指
南
者
」
（
全
一
九
丁
）
を
付
す
。
各
巻
一

○
曲
、
全
五
○
曲
を
収
め
、
所
収
曲
は
左
記
の
通
り
。

脇
間
（
三
五
丁
）

高
砂
老
松
弓
八
幡
難
波
賀
茂
白
楽
天

竹
生
嶋
氷
室
養
老

修
羅
間
（
四
七
丁
）

田
村
八
嶋
箙
兼
平
忠
則
頼
政

敦
盛
実
盛
道
盛
朝
長

葛
間
（
三
六
丁
）

東
北
江
口
誓
願
寺
は
せ
を
采
女
楊
貴
妃

花
月
芦
刈
碓
舞
車
老
松

た
だ
し
、
「
老
松
」
の
本
文
は
一
行
で
中
絶
し
て
い
る
。
五
十
一
曲
目
の
「
葵
上
」
で

丁
を
改
め
て
お
り
、
百
曲
程
度
を
め
ど
と
し
て
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
系
統
は
判

断
し
難
い
が
大
蔵
流
の
も
の
で
、
江
戸
後
期
の
書
写
で
あ
ろ
う
。

松
風
井
筒
野
々
宮
当
麻

順
間
（
三
九
丁
）

羅
生
門
長
郎
土
蜘
葵
上
金
輪
放
下
僧

安
宅
紅
葉
狩
舟
弁
慶
安
達
原

切
間
（
四
六
丁
）

龍
田
自
然
居
士
鉢
木
夜
討
曽
我
是
界
項
羽

鵜
飼
海
士
と
ほ
る
三
輪

各
巻
の
目
録
の
裏
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
高
砂
」
「
田
村
」
「
東
北
」
「
羅
生
門
」
「
自
然
居

士
」
の
舞
台
図
が
墨
印
に
て
あ
る
。
刊
記
は
、

貞
享
三
噸
年
／
九
月
良
辰

田
中
庄
兵
衛
寿

洛
陽
書
林

梓

と
あ
っ
て
、
「
田
中
庄
兵
衛
」
の
左
に
「
山
本
又
兵
衛
」
と
あ
っ
た
も
の
が
削
ら
れ
て

い
る
の
で
、
後
刷
本
で
あ
ろ
う
。
笹
野
堅
氏
「
版
本
狂
言
記
・
間
の
本
解
説
」
（
前
掲
）

に
よ
れ
ば
、
原
版
に
は
散
文
が
あ
り
、
「
能
礼
式
作
法
記
」
以
下
が
な
い
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
し
て
「
能
礼
式
作
法
記
」
以
下
は
同
年
に
同
版
元
よ
り
刊
行
さ
れ
た
「
能

訓
蒙
図
彙
」
よ
り
転
用
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
貞
享
三
年
版
「
能
訓
蒙
図

葉
」
な
る
書
は
知
ら
な
い
。
「
能
礼
式
作
法
記
」
は
間
狂
言
の
語
り
方
の
心
得
な
ど
を

説
く
も
の
で
、
宝
暦
名
女
川
本
の
「
万
聞
書
」
（
能
楽
資
料
集
成
暴
翻
塞
銅
屹
輌
萬
聞
書
」

に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
）
に
も
書
写
さ
れ
て
い
る
。
「
京
都
能
役
者
居
宅
井
指
南
者
」
は

貞
享
四
年
版
『
能
之
訓
蒙
図
彙
」
の
「
京
都
芸
者
名
付
」
に
類
似
し
た
も
の
だ
が
、

若
干
の
出
入
り
が
あ
る
。
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３

⑱
刊
本
写
間
仕
舞
付
（
”
皿
灌
問
仕
舞
付
）

写
本
、
五
冊
。
二
・
八
×
一
六
・
八
。
袋
綴
、
全
二
○
三
丁
。
刷
毛
目
丁
字
格
子

文
様
の
表
紙
の
左
上
に
題
鑛
を
付
し
、
第
一
・
二
・
四
冊
は
悪
間
仕
舞
付
」
、
第
三
．

（
マ
マ
）

五
冊
は
墨
あ
い
し
ま
ひ
付
」
と
記
し
、
そ
の
下
に
「
脇
こ
「
修
羅
二
」
「
葛
三
」
「
脇

四
」
「
切
五
」
と
あ
る
。
料
紙
は
楮
紙
。
伽
の
『
間
仕
舞
付
」
を
書
写
し
た
も
の
で
、

舞
台
図
ま
で
細
密
に
写
し
て
い
る
。
た
だ
し
「
能
礼
式
作
法
記
」
以
下
は
な
い
の
で
、

伽
そ
の
も
の
を
書
写
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
賊
文
は
な
い
。

８

⑬
鷺
流
狂
言
小
謡
（
６
３
鷺
流
狂
言
小
調
）

９

写
本
、
一
冊
。
一
三
・
三
×
一
九
・
○
。
袋
綴
、
墨
付
一
四
丁
、
前
に
遊
紙
一
丁
。

茶
色
無
地
の
表
紙
で
、
題
策
は
な
い
。
目
録
題
に
「
鷺
流
狂
言
小
調
」
と
あ
る
。
料

紙
は
楮
紙
。
巻
頭
に
目
録
が
あ
る
。
小
舞
謡
三
三
曲
を
収
め
、
所
収
曲
は
左
記
の
通

紙
は
楮
紙
。
巻
頭
に
目
録
が
あ
る
。

り
（
曲
名
表
記
は
内
題
に
よ
る
）
。

弓
矢
立
合
土
車
三
人
夫

雁
ｒ
金
哀
一
枝
宇
治
の

宝
の
瘤
取
若
松
番
匠
屋

京
土
産
片
妻
海
道
下

住
吉
七
ッ
に
成
子
鵜
之

杉
の
木
と
を
る
鶴
亀

全
曲
に
節
付
が
あ
る
が
、
「
弓
矢
立
合
」

Ｖ
そ
の
他

三
人
夫

宇
治
の
晒

番
匠
屋

海
道
下

鵜
之
段

か
ら
「
鵜
の
段
」
ま
で
と
、
「
末
の
松
山
」

若
菜
操
栗
石
引

十
七
八

景
清

餅
酒
懸
川

松
櫟
い
と
も
の
細
き

あ
ん
の
山
小
山
伏

福
の
神
春
雨

末
の
松
山
道
明
寺

８

剛
和
泉
流
狂
言
名
寄
（
６
加
和
泉
流
名
寄
狂
言
目
録
）

９

写
本
、
一
冊
。
一
二
・
七
×
一
九
・
九
。
仮
綴
の
袋
綴
、
二
五
丁
。
本
文
共
紙
の
表

紙
の
左
上
に
打
付
書
に
て
「
和
泉
流
名
寄
／
狂
言
目
録
」
と
記
す
。
料
紙
は
楮
紙
。

本
狂
言
の
名
寄
で
、
一
面
に
五
曲
、
上
段
に
曲
名
を
記
し
下
段
に
各
曲
の
登
場
役
名

を
記
す
。
配
列
は
イ
ロ
ハ
順
で
、
本
狂
言
二
四
二
曲
を
並
べ
、
そ
の
後
に
「
千
歳
」

「
三
番
里
」
と
記
す
。
本
狂
言
の
所
収
曲
が
側
の
『
和
泉
流
三
宅
派
狂
言
本
」
の
所

収
曲
と
一
致
し
て
い
る
の
で
、
和
泉
流
三
宅
派
の
江
戸
末
期
の
名
寄
で
あ
ろ
う
。
或

い
は
⑨
そ
の
も
の
に
添
え
ら
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

「
杉
の
木
」
に
は
朱
に
て
細
か
な
節
扱
い
を
注
記
し
、
「
鵜
の
段
」
「
杉
の
木
」
に
は

さ
ら
に
型
付
を
書
き
入
れ
て
い
る
。
鷺
流
の
も
の
に
違
い
な
く
、
江
戸
後
期
の
書
写

で
あ
ろ
う
。
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